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必須/任意 階層 必須/任意 階層 包括 ブランチ

７月15日（金）
午後

認知症の人の意思決定支援
～日常生活・社会生活をより良く支
えるために～

講義
グループワーク

WEB
弁護士

　久岡　英樹　氏
必須

概ね3年
以内

— — 連絡調整事業
地域包括ケア

推進課
66名 —

９月22日（木）
午後

対人援助のための相談面接技術の基
礎
～省察的実践の基本から学ぶ～

講義
グループワーク

WEB
日本女子大学

名誉教授　渡部　律子　氏
必須

概ね3年
以内

— — 連絡調整事業
地域包括ケア

推進課
66名 —

 ８月５日（金）～
 ９月１日（木）

地域包括支援センター職員
基礎研修
（長寿社会開発センター）

オンデマンド
配信

オンデ
マンド

— 必須
概ね６か
月以内

— —
（財）長寿社会
開発センター

地域包括ケア
推進課

66名 —

８月26日（金）
午前・午後

高齢者虐待における初動期対応につ
いて

聴講
演習

集合 福祉局地域福祉課職員 任意 1年目 必須 １年目 地域福祉課 地域福祉課 44名 11名

８月15日（月）
午前

高齢者の自立支援・重度化防止に向
けたアセスメントの基礎と実際
～本人の意欲の維持・向上を支える
観点から～

講義
演習

WEB

森ノ宮医療大学
総合リハビリテーション学部

作業療法学科
教授 松下 太 氏

必須
概ね4年
目以降

— — 連絡調整事業
地域包括ケア

推進課
66名 —

11月18日（金）
午後

地域包括ケアシステム推進
研修会

講義
演習

集合
大阪成蹊短期大学

准教授　鈴木 大介 氏
必須

概ね4年
目以降

— — 連絡調整事業
地域包括ケア

推進課
66名 —

1月16日（水）
地域包括支援センター職員
課題別研修
（長寿社会開発センター）

講義
演習

ライブ
配信

みやうち地域包括支援センター
センター長　佐藤 奈奈子 氏

金沢市地域包括支援センター
センター長 中  恵美氏　ほか

必須
６か月
以上

— —
（財）長寿社会
開発センター

地域包括ケア
推進課

66名 —

11月30日（水）午
後

高齢者虐待対応における虐待認定・対応
計画の作成について

講義
グループワーク

集合
弁護士　中尾　太郎氏

社会福祉士　田村　満子氏
必須

包括勤務3
年目以上で
虐待対応経

験者

必須
2年目以
上の職員

地域福祉課 地域福祉課 66名 58名

６月17日（金）
午後

ケアラー支援を捉えなおす
～地域包括支援センターの
視点から～

講義 集合
立命館大学

産業社会学部人間福祉学科
教授 津止 正敏 氏

必須 管理者 — — 連絡調整事業
地域包括ケア

推進課
66名 —

11月15日（火）
午後

対人援助職としての記録の重要性に
ついて　～スーパーバイズの視点か
ら考える～

講義
演習

集合
関西福祉科学大学

社会福祉学部
教授　橋本　有理子 氏

必須 管理者 — — 連絡調整事業
地域包括ケア

推進課
66名 —

７月27日（水）
午後

対人援助における援助者の自己覚知
について
～自分自身をふりかえり質の高い援
助を目指すために～

講義
演習

WEB
社会福祉士

植田　寿之 氏
— — 必須 問わない 連絡調整事業

地域包括ケア
推進課

— 66名

10月17日（月）
午前

認知症の人の理解とADLを支える視
点　～脳機能の理解とパーソンセン
タードケア～

講義 WEB

森ノ宮医療大学
総合リハビリテーション学部

作業療法学科
教授 松下 太 氏

— — 必須 問わない 連絡調整事業
地域包括ケア

推進課
— 66名

R５.１月31日（火）
午前・午後

26名 24名

R５.３月23日（木）
午前・午後

階
層
別

全体研修

研修種別

講義
グループワーク

権利擁護支援の地域連携ネットワー
クにおける成年後見制度利用促進研
修（中堅期）

開催日 テーマ 方法

社会福祉士　田村　満子 氏
大阪家庭裁判所　書記官

成年後見支援センター職員

管理者研修

発展研修

基礎研修

集合

出席状況

令和4年度　地域包括支援センター及び総合相談窓口（ブランチ）職員研修報告について

講師

ブランチ包括

研修実施担当形式

必須

担当

成年後見
支援センター

問わない 必須 問わない 地域福祉課
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